
 

【病性検定を申請する前の留意事項について】 

１．事前の連絡 

申請前に病性鑑定課まで事前連絡願います。事前連絡にて依頼内容を確認後、検査方法

や搬入する材料などについて、家保と依頼者で再確認してから検体を搬入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．検体搬入 

 検体を発送する場合は凍結せずに冷蔵便でお願いします。 

 病性検定依頼書又は依頼内容（個体情報（血統登録証等）、採材日、採材獣医師が確認で

きる書類）も併せてご提出ください。また、必要に応じてカルテの写し等も添付願います。 

病性検定依頼書の様式は石狩家保ホームページ「申請書・届出の様式」からダウンロード

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検査目的         ・申請者   

・証明書の要否    ・結果通知書及び証明書の送付先 

・結果の連絡先      等をお知らせください。 

 結果判明及び結果通知書・証明書の作成には時間をいただきます。 

 健康確認検査の場合、日程にゆとりをもった検体の搬入をお願いします。 

病性検定依頼書 

担当者：○○診療所 畜産太郎 

（連絡先（TEL）:○○○-○○○○） 

 

 

 

 

 

 

 

証明の要・不要：不要 

 

検査材料：血液（全血）、血清 

検査項目：抗体検査、白血球数、白血球百分比 

採材者及び採材日：畜産太郎、令和○年○月○日 

 

臨床症状等：令和○年○月×日より食欲不振、 

起立不能。診療時に体表リンパ節の腫脹を認める。 

■■市 ○○農場 

牛、雌、ホルスタイン種 

生年月日：平成○年○月○日 

個体識別番号：○○○○○-○○○○-○ 

目的：牛伝染性リンパ腫検査（発症疑い） 

 

検査をする疾病名（総合的な検査の

場合は、「呼吸器病原因検索」、「流産

原因検索」等）を記載。 

また、健康検査か、疾病原因検索か

分かるように記載。 

 

農場名、個体の畜種、品種、性別、生年月

日、個体識別番号（名号）等を記載。 

検査材料、検査項目、採材者、採材日 

を記載。 

疾病原因検索の場合は、経過、臨床

症状、疫学情報等について記載。 

 

証明書の要・不要について記載。 

依頼書の一例 



 

 

３．検体受理 

 検体の状態により追加採材や、検査不適となる場合があります。 

 健康検査は、結果判明までに１週間程度かかることがあります。 

 疾病原因検索については、発生状況等を考慮し、当所で検査項目を選定します。 

健康検査以外では、原則、検査項目を絞って検査依頼することはできません。 

 

（１）健康検査・特定の疾病の発症疑い検査 

検査目的 材料 検査方法 留意点 種目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疾 

 

病 

 

別 

ヨ ーネ

病 

血清 抗体検査 対象月齢：６か月齢以上 特殊血清・遺伝子学的検査 

糞便 
遺伝子検

査 

直検手袋等でピンポン球大の量を採材 

※特殊遺伝子学的検査の場合、搾乳牛

は、採材から結果判明まで当該牛の生乳

出荷は自粛 

特殊遺伝子学的検査 

特殊遺伝子・遺伝子学的 

検査 

サルモ 

ネラ 

糞便 

細菌培養 

健康検査：綿棒可  一般培養 

菌株 

菌株：単一コロニーが確認できるもの 特殊培養 

牛ウイル

ス性下痢 

血清 

全血 
抗原検査 ６か月齢未満の場合は全血も必要 特殊理化学的検査 

牛伝染

性リン

パ腫 

血清 抗体検査 
月齢によって移行抗体の影響を受ける

ことがあります 

特殊血清学的検査 

全血 

塗抹

標本 

遺伝子検

査 

 
特殊理化学的検査 

白血球数  一般血清反応検査 

 白血球百

分比 

採材当日に搬入できない場合は塗抹標

本も送付 

鏡検 

 

 

 

 

 

 

 

GOOD BAD 



 

 

 

（２）疾病原因検索 

検査目的 材料 検査方法 留意点 種目 

 

 

 

 

 

 

疾 

 

病 

 

原 

 

因 

 

検 

 

索 

呼 吸器

病 

鼻汁 

ペア

血清 

発生状況

等を考慮

し、検査

項目・方

法を選定

します。 

鼻汁(鼻腔スワブ)は 1 頭あたり 3 本

以上（乾燥しない工夫を） 

ペア血清(ウイルス抗体検査)も必須

（後血清は2～3 週間後に採材） 

総合病性検定 

（病理解剖検査を行わない） 

下痢 

糞便 

ペア

血清 

糞便はピンポン球大の量 

ペア血清(ウイルス抗体検査)の要・

不要は発生状況で判断（後血清は 2

～3 週間後に採材） 

総合病性検定 

（病理解剖検査を行わない） 

異常産 

胎子 

胎盤 

血清 

母牛血清だけでは確定診断ができま

せん。 

胎子、胎盤、膣スワブが必要です。 

※牛の場合、家畜伝染病予防法第 5

条に基づくブルセラ症のサーベイラ

ンスを実施します 

総合病性検定 

（病理解剖検査を行う） 

疾病・死

亡原因

検査 

死体 

又は 

生体 

抗生剤を投与して休薬期間が過ぎ

ていない個体や、長期間治療を続け

ている個体については、原発の病原

体が検出できないことがあります。 

できるだけ、症状が出始めで未治

療の個体を選別してください。 

総合病性検定 

（病理解剖検査を行う） 

 

 


